
田原（株）

http://www.taharakk.co.jp/ http://taharavn.com/

1934年 大阪市で開業 ねじ、プレス・機械加工部品の製造販売

2012年 海外調達部門 新設

2015年 Tahara Vietnam 開設

2017年 Tahara Vietnam 移転

Tahara VIetnam Co.,Ltd.
（ドンナイ省ロンドウック工業団地）

 製販一体対応可能
 金属の切削、圧造、鍛造、プレス、ダイカスト
 樹脂の成形・組立、プレス・機械加工
 自社工場＆協力工場との連携

アンフック工業団地

日本企業は日本製を使う→販売中止

移設

中国製



http://www.laivien.com/uploads/access/AC_Interview_TAHARA_Vol.94.pdf

ベトナムへの進出を決定した理由：
①経済発展を続けている
②治安が良い
③投資効果が高い

長年の実績と製販一体：
①１９３４年ネジの卸業
②東大阪のプレス工場で製造
国内数カ所で営業所あり

③２０１４年海外調達開始

ベトナム進出のキーパーソン：
①情報通、業界通、営業経験豊富
②産学連携の経験豊富
③面倒見が良い、ベトナム好き



http://www.laivien.com/uploads/access/AC_Interview_TAHARA_Vol.94.pdf

ベトナムへ進出前から、
ベトナムの委託製造元を
通じて製造委託されていた。

ベトナムで製造委託＆国内で管理の利点
①品質安定
（日系企業が求めるJIS規格を満足）

②安定した納期実現
③低価格で提供可

ベトナムでの現地法人設立前に
日本での３ヶ月実習を実施

①製造、検品、出荷など
②顧客対応のマナー研修
③日本の文化の勉強

ベトナムでの苦労：
①法律の頻繁さ改正
②行政手続きの煩雑さ

日系企業の苦労（ニーズ）こそが
海外の大学の“産学連携”で行うネタ



田原（株）の成功のポイント ７箇条

ロンドック工業団地（双日が管理）のレンタル工場：5.5UDドル/m2 →高額
近隣のアンフック工業団地：3.5UDドル/m2

ドンナイ：2020年-新空港建設→土地代上昇，SUMSUNG韓国企業進出，労働者難
日系大手企業，ドンナイ工場からビンズンへ家賃人件費が安い場所へ移動

1. まず，日本国内で長年の実績のある会社，ベトナムに必要な企業．

2. 海外調達部門を設立され，海外との取引が円滑に実施．

3. ベトナム進出前に，他の周辺国を様々な観点からよく調査．

4. ベトナムで滞在できる業界をよく知る信頼ある技術営業が出現．

（国内で産学連携による研究開発等をよくやっておられた社員）

5. 自社工場と他の協力企業との連携が国内外で活発．

6. 日本人社員は現地社員とよく交流，人材教育が前向き．

7. まだ成功とは言えないという，謙虚な姿勢．
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